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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 1,356 △32.6 △44 ― △32 ― △274 ―

21年3月期第2四半期 2,011 ― △65 ― △43 ― △24 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △46.20 ―

21年3月期第2四半期 △4.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 30,769 5,441 17.7 921.80
21年3月期 29,023 5,740 19.8 960.10

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  5,441百万円 21年3月期  5,740百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― ― ―

22年3月期 ― ―

22年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
当社グループの業績は、為替・商品・株式市場の動向により大きく変動することから、業績予想が投資者の合理的な投資判断の形成に有用ではないと考
えております。このため当社では業績予想の開示に代えて、当社グループの業績の実績値（主に営業収益、営業利益、経常利益）が前年同期または前年
同四半期の実績値等と比較して一定以上の変動が生じた場合には、決算の速報として概算値を開示しております。 
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 6,543,700株 21年3月期  6,543,700株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  640,722株 21年3月期  564,132株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 5,944,608株 21年3月期第2四半期 6,101,183株
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 当第２四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日）におけるわが国経済は、世界的な金融不安や

国内外の景気後退懸念が後退し、景気持ち直しの兆候が認識されたほか、企業収益と設備投資の減少傾向がやや鈍化

してきていることで、国内外の株式市場も上昇傾向となりました。しかしながら、雇用情勢の悪化は進んでおり、家

計部門の所得環境も改善する段階には至っておらず、景気の下振れ懸念が消えない状況が続きました。 

 為替市場においては、昨年度からの円安基調を引き継ぎ、4月上旬には1ドル＝101円台半ばをつけたものの、世界

的な金融不安の緩和によるドル需要の後退から、4月下旬にかけて95円台まで円高が進みました。その後、FOMCにて

景気判断が上方修正されたことから円安が進みましたが、米国債の格下げ懸念やコモディティ相場の上昇、米国株の

下落などを材料に5月半ばにかけて一時93円台まで円高が進みました。6月に入って一旦は円安となったものの、国内

外の株価や商品市況の調整のほか、7月の米国雇用統計の悪化などを機に一時91円台まで円高が進みました。7月後半

からの世界的な株価の反転上昇に加え、8月の米国雇用統計の改善などもあり、8月上旬には97円台後半まで円安が進

みました。しかし、米国の長期金利の低下をきっかけに再度円高傾向となり、8月末の衆議院選挙、9月下旬の財務相

の円高容認発言もあり、一時88円台前半まで円高が進行しました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の東京金融取引所における取引所為替証拠金取引「くりっく365」の取引高は

36,499千枚（前年同四半期比53.6％増）、当社グループの取引高は6,464千枚（同7.3％増）となりました。 

 商品先物市場においては、米経済指標が景気底入れを示唆する内容であったことなどから、コモディティ需要の回

復が期待され、CRB指数は4月中旬に229台まで上昇しました。その後も米当局によるストレステストの結果が予想の

範囲内であったことから上昇が続き、6月中旬に266台まで急騰しました。しかし、世界銀行による世界経済成長見通

しの下方修正を受けて弱含みの展開となり、7月の米雇用統計の悪化から、一時231台まで下落しました。7月中旬に

は米経済指標の改善や欧米企業の業績回復を受けた世界的な株価上昇を受けて反転した後、8月の米国の失業率の低

下が一段高の材料となり、269台まで上昇しました。8月中旬から9月上旬にかけては、ドル高が進行したことに加

え、中国株が調整局面になったことによるコモディティ需要減の観測から、246台まで下落しました。その後一旦は

上昇したものの、原油などの需給の弱さが意識されたことから反落し、9月末には259台となりました。 

 なお、当第2四半期連結累計期間における国内商品先物市場全体の売買高は33,253千枚（同35.3％減）、当社グル

ープの売買高は43千枚（同90.3％減）となりました。 

 株式市場においては、国内で過去最大規模となる経済対策が打ち出されたほか、円安トレンドとなったことなども

好感され、4月中旬に日経平均株価は一時9,000円台まで上昇しました。その後、5月の大型連休中に海外株式市場が

大きく上昇したことを受け、連休明け後に一時9,500円台をつけました。6月に入り、米大手自動車会社の破産法適用

が申請されるなどの悪材料があったものの、上昇基調は変わらず、6月中旬に一時10,100円台をつけました。7月に入

り、米国の経済指標が低調となったことに加え、円高進行などから一旦は下落したものの、米国企業の決算と好調な

経済指標を受けて米国株が上昇したことから、7月末には10,300円台まで上昇しました。8月から9月下旬にかけて

は、国内外の経済指標や企業業績の推移に左右される展開となり、10,100円台から10,700円台のレンジ内での値動き

が続きましたが、9月末近くになると、急速な円高による企業業績への悪影響が懸念されたことから、一時1万円の大

台を割り込む場面もありました。 

 このような経済・市場環境のもと、当社グループの受取手数料は1,386百万円（同26.3％減）となり、その内訳は

外国為替証拠金取引業1,111百万円（同2.2％増）、商品先物取引業268百万円（同64.3％減）、証券業6百万円（同

83.4％減）であります。売買損益は貴金属市場などで売買損を計上した結果、38百万円の売買損（前年同四半期は

110百万円の売買益）となりました。また、営業費用は1,400百万円（前年同四半期比32.6％減）となりましたが、そ

の主なものは、人件費385百万円（同40.8％減）、取引所等関係費231百万円（同52.0％減）、電算機費201百万円

（同6.1％減）であります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの連結業績は、営業収益1,356百万円（同32.6％減）、営業

損失44百万円（前年同四半期は65百万円の営業損失）、経常損失32百万円（前年同四半期は43百万円の経常損失）、

四半期純損失274百万円（前年同四半期は24百万円の四半期純損失）となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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（資産、負債、純資産等の状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、流動資産が29,755百万円（前連結会計年度末比

2,248百万円増）、固定資産が1,013百万円（同500百万円減）となり、30,769百万円（前連結会計年度末比1,745百万

円増）となりました。 

 流動資産の増加は、主として前連結会計年度末比で信用取引資産が401百万円、委託者先物取引差金が217百万円減

少したものの、差入保証金が2,453百万円、現金及び預金が680百万円増加したことによるものです。 

 固定資産の減少は、主として前連結会計年度末比で投資その他の資産が544百万円減少したことによるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債につきましては、流動負債が24,329百万円（同2,051百万円増）、固定

負債が796百万円（同29百万円減）となり、25,328百万円（同2,045百万円増）となりました。 

 流動負債の増加は、主として前連結会計年度末比で信用取引負債が376百万円、預り証拠金が208百万円、受入保証

金が103百万円減少したものの、外国為替取引預り証拠金が2,926百万円増加したことによるものです。 

 固定負債の減少は、主として前連結会計年度末比で負ののれんが14百万円減少したことによるものです。 

 純資産合計は5,441百万円となり、前連結会計年度末と比べ、299百万円の減少となりました。これは主として四半

期純損失を274百万円を計上したことによるものです。 

  

 当社グループの業績は、為替・商品・株式市場の動向により大きく変動することから、業績予想が投資者の合理的

な投資判断の形成に有用ではないと考えております。このため当社では業績予想の開示に代えて、当社グループの業

績の実績値（主に営業収益、営業利益、経常利益）が前年同期または前年同四半期の実績値等と比較して一定以上の

変動が生じた場合には、決算の速報として概算値を開示しております。  

  

 該当事項はありません。 

  

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 該当事項はありません。  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,674,532 3,994,481

預託金 705,000 675,000

委託者未収金 48,761 54,465

商品及び製品 391 －

保管有価証券 95,135 100,294

差入保証金 22,894,808 20,441,205

金銭の信託 820,142 1,020,100

信用取引資産 10,990 412,704

委託者先物取引差金 175,277 392,337

未収還付法人税等 28,071 3,244

その他 303,226 414,426

貸倒引当金 △424 △473

流動資産合計 29,755,912 27,507,786

固定資産   

有形固定資産 87,270 94,834

無形固定資産 130,728 78,611

投資その他の資産 795,496 1,340,144

投資有価証券 265,638 271,186

その他 858,263 1,438,201

貸倒引当金 △328,405 △369,243

固定資産合計 1,013,495 1,513,590

繰延資産 － 2,162

資産合計 30,769,407 29,023,539
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

トレーディング商品 250 994

未払法人税等 183,652 250,314

賞与引当金 6,983 7,821

預り証拠金 728,083 936,141

外国為替取引預り証拠金 22,527,883 19,601,472

預り証拠金代用有価証券 95,135 100,294

信用取引負債 10,990 387,258

受入保証金 1,286 104,535

訴訟損失引当金 196,697 267,780

その他 578,473 621,450

流動負債合計 24,329,435 22,278,065

固定負債   

繰延税金負債 60,379 67,099

役員退職慰労引当金 320,720 324,385

負ののれん 410,867 425,540

長期リース資産減損勘定 4,630 8,965

固定負債合計 796,596 825,991

特別法上の準備金   

商品取引責任準備金 159,819 142,985

金融商品取引責任準備金 42,178 35,503

特別法上の準備金合計 201,998 178,489

負債合計 25,328,030 23,282,545

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,500,000 2,500,000

資本剰余金 60,749 60,749

利益剰余金 3,060,089 3,334,735

自己株式 △227,381 △216,184

株主資本合計 5,393,457 5,679,300

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 47,919 61,692

評価・換算差額等合計 47,919 61,692

純資産合計 5,441,377 5,740,993

負債純資産合計 30,769,407 29,023,539
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業収益   

受取手数料 1,881,428 1,386,873

売買損益 110,523 △38,818

その他 19,273 7,946

営業収益合計 2,011,226 1,356,001

営業費用 2,077,036 1,400,668

営業損失（△） △65,810 △44,666

営業外収益   

受取利息 8,201 2,234

受取配当金 2,959 3,717

負ののれん償却額 14,673 14,673

その他 3,815 2,948

営業外収益合計 29,650 23,574

営業外費用   

創立費償却 360 2,162

株式交付費 835 －

持分法による投資損失 35 －

投資事業組合運用損 6,015 5,012

為替差損 － 3,458

減価償却費 44 34

その他 181 279

営業外費用合計 7,474 10,947

経常損失（△） △43,634 △32,040

特別利益   

商品取引責任準備金戻入額 103,986 －

貸倒引当金戻入額 152 39,494

賞与引当金戻入額 44,577 －

出資金償還益 － 137,796

特別利益合計 148,715 177,290

特別損失   

固定資産売却損 1,558 －

固定資産除却損 167 945

減損損失 4,890 43,810

商品取引責任準備金繰入額 － 16,833

金融商品取引責任準備金繰入れ 6,740 6,675

投資有価証券評価損 200 5,717

出資金償還損 － 127,511

ゴルフ会員権評価損 3,650 2,825

割増退職金 － 1,479

システム解約違約金 － 19,800

原状回復費用 － 28,700

特別損失合計 17,207 254,297
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

87,873 △109,046

法人税、住民税及び事業税 112,908 176,275

法人税等調整額 △545 △10,675

法人税等合計 112,363 165,599

四半期純損失（△） △24,489 △274,645
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．営業収益の状況

（１）受取手数料

区分 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

    至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

    至 平成21年９月30日） 

前年 

同四半期比

(％) 
金額(千円) 金額(千円) 

外国為替証拠金取引 

取引所為替証拠金取引 1,021,878  1,081,985 5.9

店頭為替証拠金取引 65,387  29,260 △55.3

外国為替証拠金取引計 1,087,266  1,111,195 2.2

商品先物取引  

農産物市場 97,256  6,740 △93.1

砂糖市場 1,481  183 △87.6

貴金属市場 611,178  250,991 △58.9

アルミニウム市場 257  ― △100.0

ゴム市場 13,884  6,802 △51.0

石油市場 29,245  4,186 △85.7

 商品先物取引計 753,304  268,904 △64.3

証券取引    

委託手数料 40,084  6,319 △84.2

（株券） 39,856  6,289 △84.2

（債券） ―  3 ―

（受益証券） 227  25 △88.8

募集・売出手数料 15  ― △100.0

その他の受入手数料 759  453 △40.2

 証券取引計 40,858  6,772 △83.4

 合計 1,881,428  1,386,873 △26.3
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（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

（２）売買損益

区分 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

  至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年９月30日） 

前年 

同四半期比 

(％) 
金額(千円) 金額(千円) 

商品先物取引 

農産物市場 △ 32,936  380 ―

砂糖市場 △ 17  △ 74 ―

貴金属市場 81,494  △ 40,564 ―

ゴム市場 △ 182  △ 391 ―

石油市場 57,620  556 △ 99.0

商品先物取引計 105,978  △ 40,093 ―

外国為替証拠金取引 4,475  405 △ 91.0

証券取引 70  870 1,142.9

 合計 110,523  △ 38,818 ―

（３）その他

区分 

前第２半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

  至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年９月30日） 

前年 

同四半期比

(％) 
金額(千円) 金額(千円) 

外国為替証拠金取引 15,044  6,674 △55.6

信用取引収益 4,215  1,055 △75.0

その他 14  216 1,390.3

合計 19,273  7,946 △58.8
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